
邉 吾一・藤井 透・川田 宏之 共編 『最新 材料の力学』（培風館）演習問題の解答 

 

 

演習問題 2 の解答 

問題 2.1 の解答 

(1)                      したがって 

                                      

(2) 1-2:            

2-3:             

3-4:            

 

問題 2.2 の解答 

 応力  
 

 
 、ひずみ  

 

 
 、伸び  

  

  
    より、 

①    
         

             
                      

   
        

        
           

                               

 

②    
         

             
                      

   
        

       
           

                               

 

③    
         

             
                        

   
         

       
           

                               

 

 (参考)位取りについて 

    
 

   
  

 

         
       

  
      

     であるので、荷重をＮ、断面積を mm2で表せば、応力は MPa の単位で出

てくる。 
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問題 2.3 の解答 

 針金のかかる力は 

P(N)=M(kg)×g(m/s2)=Mg(N)                   (2.3.1) 

  となるので、式(2.17)より 

   
          

                      
 

   

    
         

   

    
           (2.3.2) 

 が解。 

 アルミニウムに置き換えた場合の伸びは 

   
   

    
                              (2.3.3) 

 となり、これが軟鋼の場合と同じになるためには式(2.3.2)と式(2.3.3)を等置し

て 

   
  

  
                               (2.3.4) 

 が解。 

 式(2.3.4)を書き換えると 

ESAS=EAAA                                           (2.3.5) 

 となり、伸び（ひずみ）を同じにするためには、引っ張り剛性を同じにすれ

ばよい。これは式(2.17)からも自明である。 

 

問題 2.4 の解答 

 長さ方向のひずみは、 

  
       

       
        

 幅方向のひずみは、 

                 

 幅方向の変形量は、 

                                   

 

 

問題 2.5 の解答 

 式(2.17)より 

棒 1 の伸び：   
   

    
  棒 2 の伸び：   

   

   
 

 となり、全体の伸びは 
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 と求められる。 

 

問題 2.6 の解答 

 この松材の破壊荷重は                                 で、許容荷

重は安全率 7 で割り、250/7(kN)となる。したがって、アルミ合金の等価断面

積を S(m2)とすると、 

          

 
 

                   

 
 

 が成り立ち、 

      
          

 
 

 

             
              

 となる。これより、アルミ棒の直径は 

   
 

 
                  

 と計算される。 

 

問題 2.7 の解答 

 まず、ボルトの許容応力は 

   
  

 
         

 である。パスカルの原理により、ふたの形にかかわらず、 

  
 

 
    

 の力がふた、つまりボルトに作用する。 

 また、ボルト 1 本の許容荷重を F とすると、 

  
 

 
 

   

    
 

        

      
      

 つまり、13 本と計算できる。 

 

(注 1)ねじ (ボルトを含む )の呼称に M..というのがあるが，M はメートルねじ

を，..の数字は直径を mm 単位でたとえば M12 と表す。この場合の 12 はね

じの外径を示しており， 

ねじでは溝を切っている分だけ有効直径が小さくなるので，注意が必要である。 
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M12 のねじの有効直径は約 10.8 mm である。上記の解答は有効直径を 12 

mm として計算した。  

 

(注 2)この問題では計算上は 13 本となったが，円周を 13 等分するのは大変な

ので，加工・製作の観点からは 15 本 (おそらく 16 本)とするであろう。 


